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平成23年
７月

かりば

主
な
内
容

第２回村議会定例会
　行政報告� ………
　審議した議案� …
　一般質問� ………
第２回村議会臨時会

2-3
3-4
4-8
8-9

㊤ 茂津多岬灯台

初点灯　昭和12年４月11日

灯　高　282㍍

塔　高　18㍍

光り方　群閃白光毎24秒に２閃光

㊥ 木巻岬灯台

初点灯　昭和39年11月14日

灯　高　41㍍

塔　高　9.6㍍

光り方　群明暗白光明３秒暗１秒

　　　　明１秒暗１秒

㊦ 本目岬灯台

初点灯　昭和37年11月15日

灯　高　48㍍

塔　高　11㍍

光り方　群閃白光毎15秒に３閃光

忠魂碑（狩場岬灯台入口）
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　平成２３度第２回村議会定
例会は６月22日招集され、
会期を２３日までの２日間と
決めた後、議長の諸般報告、
村長の行政報告、議員から
の村政に対する一般質問が
あり、報告２件、推薦１件、
議案６件、閉会中の継続調
査、議員派遣を審議、それ
ぞれ原案どおり可決して同
日、２２日閉会しました。

村 議 会

第

２
回

定

例

会

▲「初心に帰り、再度立候補させていただきます」と再
選出馬を表明した藤澤 克 村長（村長選挙　8 月 7 日）

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入

決
算
額
24
億
５
１
４
５
万
７
６
７

円
、
歳
出
決
算
額
23
億
９
６
０
１

万
１
１
５
１
円
で
、
差
引
き
５
５

４
３
万
９
６
１
６
円
の
決
算
剰
余

金
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
繰

越
明
許
費
繰
越
額
の
２
８
０
９
万

４
０
０
０
円
と
、
翌
年
度
繰
越
金

13
万
１
２
６
８
円
を
除
い
た
２
７

２
１
万
４
３
４
８
円
を
財
政
調
整

基
金
に
編
入
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
会
計
に
つ
い
て

は
、
歳
入
決
算
額
９
１
７
８
万
８

６
６
円
、
歳
出
決
算
額
９
１
２
８

万
４
２
７
円
で
差
引
き
50
万
４
３

９
円
の
決
算
剰
余
金
が
生
じ
て
お

り
、
全
額
国
保
財
政
調
整
基
金
に

編
入
い
た
し
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
会
計
に
つ
い
て
は
、

歳
入
・
歳
出
と
も
同
額
の
１
億
５

３
４
５
万
２
８
９
９
円
で
の
決
算

で
あ
り
、
老
人
保
健
会
計
に
つ
い

て
も
、
歳
入
・
歳
出
と
も
24
万
７

９
５
４
円
の
同
額
決
算
、
介
護
保

険
会
計
も
、
歳
入
・
歳
出
と
も
３

３
０
０
万
９
０
０
３
円
と
同
額
で

の
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
に
つ
い

て
は
、
歳
入
決
算
額
１
９
７
８
万

５
７
６
５
円
、
歳
出
決
算
額
は
１

９
７
５
万
９
０
６
５
円
で
、
差
引

き
２
万
６
７
０
０
円
を
翌
年
度
へ

繰
越
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
件
は
、
去
る
５
月
31
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
全
員
協
議
会
の
際
、

現
地
視
察
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
「
ふ
る
さ
と
林
道
千
走
線
の

舗
装
面
等
の
亀
裂
の
件
」
で
あ
り

ま
す
が
、
６
月
８
日
に
現
地
踏
査

結
果
報
告
の
詳
細
説
明
を
専
門
家

か
ら
受
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、『
当

該
地
域
は
、「
北
海
道
の
地
す
べ

り
地
形
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地

す
べ
り
地
で
あ
り
、
舗
装
面
の
亀

裂
は
、
そ
の
一
部
が
活
発
化
し
発

生
し
た
地
す
べ
り
が
原
因
で
あ
る

行

政

報

告

藤
澤
　
　
克
　
村
長

可
能
性
が
高
く
、
林
道
の
亀
裂
の

拡
大
等
を
止
め
る
に
は
、
山
自
体

の
地
す
べ
り
対
策
を
講
じ
る
必
要

平
成
22
年
度

各
会
計
出
納
閉
鎖
状
況

林
道
千
走
線

地
す
べ
り
調
査

会　　　　　計 歳　  入 歳　  出 差 備　　　　　考

一　般　会　計 2,451,450,767 2,396,011,151 55,439,616
財政調整基金編入� 27,214,348
翌年度繰越金� 131,268
繰越明許費繰越額� 28,094,000

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 91,780,866 91,280,427 500,439 財政調整基金編入
簡 易 水 道 153,452,899 153,452,899 0
老 人 保 健 247,954 247,954 0
介 護 保 険 33,009,003 33,009,003 0
後期高齢者医療 19,785,765 19,759,065 26,700 翌年度繰越金

計 298,276,487 297,749,348 527,139
合　　計 2,749,727,254 2,693,760,499 55,966,755

各
会
計
出
納
閉
鎖
状
況

（単位：円）
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が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
』
と
の

意
見
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
も
っ
て
、
６

月
10
日
、
当
該
地
域
国
有
林
管
理

者
で
あ
り
ま
す
後
志
森
林
管
理
署

に
状
況
を
報
告
し
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
要
請
し
て
参
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
６
月
15
日
に
後
志
森
林

管
理
署
よ
り
、
予
算
獲
得
の
た
め

の
概
況
調
査
（
財
務
省
へ
予
算
要

求
す
る
た
め
の
調
査
）
を
実
施
す

る
旨
、
報
告
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
す
べ
り
対
策
工
事
を

行
う
に
は
、
概
況
調
査
の
後
、
詳

細
調
査
を
行
い
、
工
法
等
を
決
め

工
事
着
手
と
な
る
こ
と
が
一
般
的

で
あ
り
、
事
業
実
施
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
急
に
地
す
べ
り
対
策
を

実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関

係
機
関
に
強
く
要
請
し
、
一
日
も

早
い
通
行
開
始
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
４
月
26
日
か
ら
５
月
26
日
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
「
イ
カ
ナ
ゴ
の
漁

獲
量
及
び
漁
獲
金
額
」
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
漁
獲
量
は
１
１
８
．
３
ト
ン
、

消
費
税
抜
き
の
漁
獲
金
額
は
５
７

０
０
万
円
余
り
で
、
平
成
22
年
に

比
べ
ま
す
と
漁
獲
量
で
12
．
３
ト

ン
の
減
、
金
額
で
は
２
０
９
０
万

円
程
の
減
で
漁
を
終
え
た
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
の
島
牧
漁
業
協
同
組
合
の

漁
獲
量
は
、
ホ
ッ
ケ
・
ナ
マ
コ
な

ど
が
前
年
対
比
で
は
増
加
し
た
も

の
の
総
体
的
に
厳
し
い
中
、
主
要

魚
種
で
あ
る
イ
カ
ナ
ゴ
漁
に
つ
い

て
一
定
の
漁
獲
が
得
ら
れ
た
も
の

の
、
単
価
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
は

誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
漁
に
期
待
し
、
今

後
と
も
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
漁
業
振
興
を
図
る
た
め
、
作

り
育
て
る
漁
業
の
推
進
等
に
つ
い

て
、
漁
協
と
協
力
し
合
い
な
が
ら

努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
度
発
生
し
た
山
菜
採
り
に

伴
う
行
方
不
明
者
発
生
状
況
に
つ

い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
寒
さ
の
関
係
で
雪
解
け

も
遅
れ
、
月
越
地
区
で
の
タ
ケ
ノ

コ
採
り
も
例
年
よ
り
遅
く
始
ま
っ

た
よ
う
で
す
が
、
５
月
29
日
㈰
に

島
牧
管
轄
で
２
件
の
遭
難
が
発
生

し
、
１
件
は
江
別
市
の
男
性
で
捜

索
に
よ
り
、
も
う
１
件
は
札
幌
市

の
男
性
で
道
警
ヘ
リ
に
よ
り
発
見

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
３
件
目
は
、
室
蘭
市
の
男
性
で

６
月
３
日
㈮
に
月
越
地
区
の
黒
松

内
側
で
の
発
生
で
あ
り
、
悪
天
候

等
に
よ
り
当
日
発
見
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
翌
日
の
捜
索
と
な
り
ま

し
た
が
、
自
力
下
山
に
よ
り
早
朝

に
無
事
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
４
件
目
は
伊
達
市
の
女
性
で
、

６
月
５
日
㈰
に
発
生
し
、
遭
難
の

届
出
が
遅
く
17
時
36
分
頃
の
通
報

で
あ
り
ま
し
た
が
、
捜
索
に
よ
り

早
期
の
救
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
５
件
目
は
地
元
の
女
性
の
方
で
、

６
月
18
日
㈯
に
賀
老
地
区
に
お
い

て
発
生
し
て
お
り
、
家
族
か
ら
の

届
出
後
に
自
力
下
山
で
発
見
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
山
菜
採
り
に

よ
る
行
方
不
明
者
捜
索
に
つ
い
て

は
、
消
防
職
員
は
も
と
よ
り
役
場

職
員
に
も
か
な
り
の
負
担
が
発
生

い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
の
事
故

防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
、

関
係
機
関
に
も
要
望
を
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
る
５
月
31
日
、
島
牧
村
テ
レ

ビ
組
合
連
合
会
様
よ
り
、 

光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
運
営
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
の
こ
と
で
、
８
６
０
万
１

９
３
９
円
の
指
定
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、

情
報
通
信
基
盤
整
備
施
設
営
繕
基

金
に
積
立
し
、
今
後
の
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
施
設
の
維
持
・
運
営
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
、
寿
都
生
コ
ン
株

式
会
社
様
よ
り
ご
寄
附
を
頂
い
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
去
る
５

月
27
日
、
運
動
会
の
運
営
に
役
立

て
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
５
万
円

の
指
定
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の

運
動
会
、
中
学
校
の
体
育
大
会
の

運
営
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
併
せ

報
告
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
た
び
の
ご
寄
附
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
こ
と

を
申
し
添
え
ま
す
。

▼
平
成
22
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告

　
賀
老
通
線
災
害
復
旧
事
業
ほ
か

30
事
業
、
総
事
業
費
２
億
２
３
９

４
万
円
に
係
る
繰
越
明
許
費
の
報

告
。

▼
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
状
況
の
報

告
　
島
牧
村
を
応
援
し
よ
う
と
寄
せ

ら
れ
た
22
年
度
中
の
寄
附
は
４
件

で
総
額
10
万
７
千
円
、
事
業
へ
の

充
当
は
な
く
、
22
年
度
末
の
基
金

残
高
は
２
１
０
万
７
千
円
。

▼
島
牧
村
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
　
議
会
推
薦
の
村
農
業
委
員
に
中

田
仁
史
議
員
を
推
薦
。

▼
島
牧
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

山
菜
採
り
行
方
不
明
者

の
発
生
状
況

審議

議案

した

報

告

推

薦

条
例
改
正

補
正
予
算

イ
カ
ナ
ゴ
漁
獲
状
況

指
定
寄
附
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歳
入

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
村
道
除
排
雪
事
業
）
２
４
０
万
円

追
加
、
指
定
寄
附
金
８
６
０
万
円

追
加
（
島
牧
村
テ
レ
ビ
組
合
連
合

会
解
散
に
伴
う
精
算
剰
余
金
を
情

報
通
信
基
盤
施
設
営
繕
基
金
に
積

立
）
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
１

１
９
５
万
円
追
加
ほ
か
。

歳
出

　
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室
床

修
繕
工
事
７
０
０
万
円
追
加
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
４

７
１
万
円
追
加
ほ
か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
６
１
２

万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
22
億
５

８
９
２
万
円
と
す
る
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入

　
一
般
会
計
繰
入
金
４
７
１
万
円

追
加
。

歳
出

　
江
ノ
島
地
区
配
水
管
布
設
替
工

事
３
１
３
万
円
追
加
ほ
か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
４
７
１
万

円
追
加
し
、
予
算
総
額
７
９
４
１

万
円
と
す
る
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

歳
入

　
一
般
会
計
繰
入
金
３
８
７
万
円

減
額
、
村
債
２
１
０
万
円
追
加
。

歳
出

　
人
事
異
動
に
伴
い
、
一
般
管
理

費
１
７
７
万
円
減
額
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
７
７
万

円
減
額
し
、
予
算
総
額
１
億
１
８

２
２
万
円
と
す
る
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定

　
平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
の
公

共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
策

定
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更

　
林
道
賀
老
線
改
良
事
業
に
伴
い
、

本
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

　
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

▼
議
員
派
遣

　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
会
参
加
ほ
か
。

そ
の
他
議
案

　第２回村議会定例会での一般質問の内
容と理事者側の回答をご紹介します。
　今回の質問者は２名で、その全文を掲
載しました。

一 般
質 問

藤
澤
村
長

　
避
難
所
の
立
地
条
件
及
び
問
題

点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
本
村
の
場
合
、
海
岸
線
を
走

る
国
道
２
２
９
号
線
沿
、
約
40
キ

ロ
に
わ
た
り
10
箇
所
の
集
落
が
点

在
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

長尾 文裕　 議員
避難所の安全性

瀬戸川 豊　 議員
教育の基本方針と

教員人事

避
難
所
の
安
全
性

　

３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
を
見
る
と
津
波
に
よ
る
も
の
が
甚
大
で
あ
り
ま
す
。

村
で
は
、
村
内
各
地
に
避
難
所
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
各
避
難
所
の
立
地
条
件
、
問
題
点

を
ど
の
様
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
お
伺
い
致
し
ま
す
。

問
長　尾　文　裕　議員
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の
地
区
の
住
宅
地
の
す
ぐ
背
後
に

は
、
急
峻
な
裏
山
が
迫
っ
て
い
る

地
域
が
多
く
あ
る
と
い
う
地
理
的

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

各
集
落
の
集
会
施
設
等
を
避
難
所

と
定
め
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
質
問
説
明
資
料
の
「
避
難

場
所
の
立
地
状
況
等
に
つ
い
て
」

を
後
ほ
ど
ご
参
照
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
施
設
は
暴
風

雨
等
に
よ
る
災
害
時
に
は
対
処
で

き
ま
し
て
も
、
本
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
大
津
波
を
想
定
し
た
場
合
、
大

部
分
の
避
難
施
設
が
被
災
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
５
年
の
南
西
沖
地
震
を
経

験
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
大
地
震

等
に
よ
る
大
津
波
が
発
生
し
た
際

に
は
「
と
に
か
く
高
台
へ
逃
げ
る

こ
と
」
の
啓
発
と
あ
わ
せ
、
各
地

区
の
高
台
を
一
時
避
難
場
所
と
し

て
指
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
夏
場

で
あ
れ
ば
屋
外
に
長
時
間
い
る
こ

と
も
可
能
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に

冬
場
の
寒
冷
期
に
避
難
で
き
る
施

設
が
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
復
興
の
中
心
と
な

る
べ
き
役
場
庁
舎
自
体
が
大
地
震

に
耐
え
う
る
の
か
、
更
に
こ
の
度

の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
10

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
よ
う
な
津
波

が
発
生
し
た
際
は
、
村
内
ほ
と
ん

ど
の
公
共
施
設
が
被
災
す
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
せ
ま

す
と
、
今
後
公
共
施
設
の
整
備
を

進
め
る
際
に
は
、
津
波
に
お
け
る

避
難
所
と
し
て
の
役
割
も
担
え
る

よ
う
、
あ
る
程
度
の
高
台
を
想
定

し
て
整
備
す
る
な
ど
の
検
討
が
必

要
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
整
備
に

係
る
莫
大
な
経
費
と
将
来
の
村
内

集
落
の
あ
り
方
も
含
め
て
、
村
民

皆
様
と
の
協
議
も
必
要
に
な
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
当

面
行
う
べ
き
こ
と
は
、
津
波
の
危

険
性
を
知
っ
た
場
合
は
、
迅
速
に

高
台
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
啓
発
す
る
し
か
な
い
実
情
に
あ

り
ま
す
が
、
何
よ
り
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
本
村
が
被
災
し
住
民
の

皆
様
が
貴
重
な
財
産
を
失
っ
た
と

し
て
も
、
ど
う
か
無
事
に
生
き

残
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
、

地
域
の
復
興
に
尽
力
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
念
願
し
答
弁
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

長
尾
議
員

　
今
、
私
、
こ
の
説
明
資
料
を
見

ま
す
と
、
残
念
な
が
ら
護
岸
の
天

端
の
高
さ
が
全
て
10
メ
ー
ト
ル
以

下
と
い
う
こ
と
で
、
そ
し
て
避
難

所
と
し
て
一
応
設
定
し
て
い
る
各

避
難
所
の
高
さ
で
、
か
ろ
う
じ
て

今
10
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
の
が
３

箇
所
で
す
か
。

　
例
え
ば
こ
の
10
メ
ー
ト
ル
に
し

て
残
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
以
下

で
あ
る
国
道
部
分
と
い
う
の
は
相

当
な
被
害
状
況
で
、
実
際
そ
の
被

害
直
後
は
逃
れ
ら
れ
た
に
し
て
も
、

次
の
手
段
と
し
て
安
全
な
場
所
に

移
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
こ
と

も
ち
ょ
っ
と
難
し
い
場
面
だ
な
と
。

　
各
施
設
に
お
い
て
も
相
当
な
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
今
、

国
も
大
々
的
に
防
災
見
直
し
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
中
の
委
員
の
方

も
、
想
定
外
と
い
う
言
葉
は
今
後

は
言
え
な
い
状
況
で
想
定
す
る
と

い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
我
が
村
に
お
い
て
も
か
ろ
う
じ

て
で
す
ね
、
今
、
村
長
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
南
西
沖
地

震
、
被
害
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
本
当
に
今
回
の
東
日
本
み
た

い
な
大
き
な
津
波
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
幸
い
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
日
本
海
側
で
も
起
き

な
い
と
も
限
ら
な
い
災
害
、
日
頃

は
そ
こ
ま
で
な
か
な
か
思
い
が
至

ら
な
い
に
し
て
も
、
万
が
一
に
備

え
て
各
避
難
場
所
並
び
に
住
民
の

意
識
と
か
、
そ
れ
ら
を
来
年
か
ら

と
は
言
い
ま
せ
ん
、
そ
の
意
識
の

問
題
は
今
年
か
ら
改
め
て
、
先
立

て
村
の
防
災
計
画
も
出
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
う
災
害
が
起
き

た
場
合
の
体
制
、
ま
た
こ
れ
が
駄

目
な
ら
次
、
次
が
駄
目
な
ら
あ
れ

と
い
う
よ
う
な
、
順
序
立
て
て
今

考
え
ら
れ
る
部
分
、
そ
れ
に
対
す

る
計
画
を
も
っ
と
確
立
し
た
状
態

で
で
す
ね
、
住
民
の
生
命
を
守
る

と
い
う
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
私
の
質
問
を
終
り
ま
す
。

一 般 質 問

▲避難所に選定されている生活改善センター
（標高3.5㍍）

島牧村地域防災計画（地震災害対策編から抜粋）

■津波による被害の予測
・北海道日本海沿岸において、影響が大きいと考え
られる６つの想定地震

　表に示した人的被害想定結果は、想定ケースの最大値
を表示している。また、構造物条件ありについては、既
存の防波堤や護岸などが地震動や津波による影響を受け
ず健全に機能すると想定したケースで、構造物条件なし
は、地震動あるいは津波により沈下や破壊などの大きな
被害を受け全く機能しないものとする最悪のシナリオを
想定したケースである。
　人的被害想定は在宅人口が最も多い冬の夜間と海水浴
客や海岸付近の人口が多い夏の昼間を想定。

・当村の被害想定
当村においては、北海道南西沖地震に伴う津波の
影響が最も大きいと予測。

想定項目 想 定 地 震 北海道南西沖地震
構造物条件 な し あ り

建物被害

床上（全壊） 325 255
床上（半壊） 113 103
床上（軽微） 103 99
床 下 浸 水 63 69

人的被害
（冬季）

死 者 66 54
重 傷 者 28 23
中 等 傷 者 68 55

人的被害
（夏季）

死 者 74 69
重 傷 者 32 28
中 等 傷 者 77 68

（単位：棟・人）
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目
時
教
育
長

　
私
が
教
育
行
政
執
行
方
針
の
中

で
、
児
童
・
生
徒
の
生
き
る
力
を

育
む
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
身
心

共
に
健
全
な
る
育
成
を
お
示
し
し

た
中
で
、
そ
の
役
割
を
大
き
く
担

う
教
員
の
現
状
で
の
人
事
配
置
が

適
正
な
の
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご

ざ
い
ま
す
が
。
先
に
結
論
を
申
し

上
げ
ま
す
と
、
与
え
ら
れ
た
人
事

配
置
の
中
で
そ
の
方
針
を
目
指
し

て
貰
う
べ
く
、
校
長
先
生
始
め
教

員
の
皆
さ
ん
に
日
々
頑
張
っ
て

貰
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
人
事
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
需
要
と
供
給
と
い
う
、
表

現
と
し
て
不
適
切
な
部
分
も
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
問
題
が
出

て
き
ま
す
し
、
中
学
校
で
は
教
科

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
更
に
は
各

学
校
で
の
年
齢
構
成
の
問
題
も
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
全
て
が
ク
リ
ア

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か
不
可
能

で
は
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う

な
中
で
、
当
該
年
度
で
必
ず
や
多

少
歪
み
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を

翌
年
の
人
事
で
ど
の
よ
う
に
カ

バ
ー
し
て
い
け
る
か
と
、
そ
れ
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
人
事
配
置
に

心
が
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

　
今
、
教
育
長
の
ほ
う
か
ら
縷
々

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
人
事
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
本
村
の
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
部
分
は
あ
る
ん
だ

と
、
そ
の
よ
う
な
発
言
で
あ
り
ま

し
た
。

　
多
少
歪
み
が
出
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
教
育
長
自
身
も
人
事
配
置

に
つ
い
て
、
あ
る
部
分
に
お
い
て

は
不
本
意
と
い
う
も
の
を
お
持
ち

の
よ
う
な
こ
と
が
、
今
の
発
言
の

中
か
ら
伺
え
る
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
私
は
や
は
り
で
す
ね
、

こ
の
度
資
料
等
も
頂
戴
し
て
見
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も

学
校
で
す
か
ら
致
し
方
な
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
学
力

の
向
上
だ
と
か
、
そ
れ
か
ら
児
童

生
徒
の
知
識
、
技
能
の
習
得
、
そ

う
い
う
言
わ
ば
ハ
ー
ド
的
な
部
分

に
主
力
が
お
か
れ
て
い
る
と
思
う

ん
で
す
。

　
あ
る
意
味
で
は
至
極
当
然
の
こ

と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
け
れ

ど
そ
の
ハ
ー
ド
の
部
分
を
し
か
と

す
る
た
め
に
は
、
逆
に
そ
の
条
件

と
言
い
ま
す
か
、
状
況
と
言
い
ま

す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
常
に
安

定
化
す
る
こ
と
が
や
は
り
大
事
だ

と
思
う
ん
で
す
。

　
安
定
化
と
い
う
の
は
何
か
と
い

う
と
、
言
っ
た
ら
児
童
生
徒
が
精

神
的
に
安
心
し
て
授
業
が
受
け
ら

れ
る
空
間
、
例
え
ば
場
で
す
ね
、

あ
る
意
味
で
教
室
で
あ
っ
た
り
、

保
健
室
で
あ
っ
た
り
、
或
い
は
食

堂
で
あ
っ
た
り
、
或
い
は
体
育
館

で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
場
面
場

面
の
中
で
児
童
生
徒
が
自
由
闊
達

に
動
け
、
ま
た
そ
れ
を
十
分
に
教

員
が
補
佐
で
き
る
、
精
神
的
に
で

す
よ
、
そ
う
い
う
環
境
と
い
う
も

の
が
私
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に

私
が
思
う
の
は
で
す
ね
、
島
牧
村

の
教
員
の
人
事
配
置
と
言
い
ま
す

か
、
年
齢
構
成
が
ど
う
も
私
偏
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
教
育
長
、
多
少
歪
み
が
あ

る
と
一
部
認
め
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
し
か
し
そ
れ
は
教
育
長
の
思

い
の
中
と
言
い
ま
す
か
、
教
育
長

と
し
て
の
責
任
の
中
で
多
少
な
り

と
も
緩
和
、
矯
正
で
き
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

　
私
は
若
い
先
生
が
駄
目
と
い
う

こ
と
を
言
う
つ
も
り
は
毛
頭
あ
り

ま
せ
ん
。
若
い
先
生
は
活
力
も
あ

る
し
、
子
ど
も
さ
ん
に
は
人
気
が

あ
る
し
、
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

　
だ
け
れ
ど
も
若
い
先
生
が
そ
の

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
や
は

り
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
い

る
中
で
初
め
て
で
す
ね
、
中
堅
、

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
の
支
え
も
あ
り
、

ま
た
自
己
の
研
鑽
も
あ
る
ん
だ
け

れ
ど
、
そ
の
中
で
よ
り
若
い
先
生

が
自
ら
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
と

思
う
ん
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
島
牧
村
の
現
状
を

見
ま
す
と
、
小
中
含
め
て
で
す
け

れ
ど
も
20
代
の
先
生
が
昨
年
の
実

績
で
５
人
で
す
。
後
志
管
内
の
島

牧
村
と
同
じ
よ
う
な
実
績
の
あ
る
、

実
績
と
い
う
の
は
小
中
合
わ
せ
て

で
す
ね
、
教
員
の
数
が
11
名
か
ら

18
名
く
ら
い
の
規
模
の
学
校
が
５

校
あ
り
ま
す
。
そ
の
５
校
の
う
ち

20
代
の
教
員
の
数
が
島
牧
村
に
お

い
て
は
５
名
に
対
し
て
、
残
り
の

他
校
は
１
名
で
す
。
小
中
合
わ
せ

て
で
す
よ
、
１
名
で
す
。
本
年
度

に
至
っ
て
は
、
島
牧
村
は
小
中
合

わ
せ
て
20
代
の
教
員
が
８
名
で
す
。

　
じ
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
人
数
を
増

や
し
て
19
名
く
ら
い
の
先
生
を
擁

す
る
学
校
が
２
校
あ
り
ま
す
け
れ

ど
、
そ
の
２
校
に
至
っ
て
も
20
代

の
先
生
は
３
名
で
す
、
小
中
合
わ

せ
て
で
す
よ
、
３
名
と
い
う
布
陣

で
す
。

　
じ
ゃ
あ
、
大
規
模
校
と
言
わ
れ

る
余
市
、
倶
知
安
、
岩
内
等
の
現

状
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
余
市
町

で
22
年
度
実
績
、
約
89
名
の
教
員

数
で
す
、
学
校
も
多
い
で
す
か
ら
。

一 般 質 問 教

育

の

基

本

方

針

と

教

員

人

事

　

教
育
長
は
教
育
行
政
執
行
方
針
の
中
で
、
児
童
・
生
徒
の
生
き
る
力
を
育
む
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
し
、
身
心
共
に
健
全
な
る
育
成
を
基
本
方
針
に
か
か
げ
て
い
る
訳
で
す
が
、
現
状
の
教

員
体
制
の
中
で
実
施
可
能
な
人
事
配
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

問
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一 般 質 問
そ
れ
か
ら
倶
知
安
町
も
小
中
合
わ

せ
て
81
名
の
人
員
構
成
で
す
。
そ

の
中
で
余
市
町
に
お
い
て
は
６
人

で
す
、
20
代
の
先
生
方
は
。
倶
知

安
町
で
は
４
人
で
す
よ
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
余
市
町
も
倶

知
安
町
も
20
代
の
先
生
が
ゼ
ロ
と

い
う
学
校
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
も

ち
ろ
ん
仁
木
町
も
20
代
ゼ
ロ
で
す
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
後
志
の
教
育

局
の
ほ
う
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
ど
う
も
私
は
島
牧
村
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
良
く
、
公
正
に
と
い
う

枠
の
中
に
入
っ

て
い
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
ん

で
す
。

　
こ
の
点
に
つ

い
て
、
ぜ
ひ
教

育
長
は
こ
の
人

事
バ
ラ
ン
ス
と

い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
自
ら
の

努
力
結
果
だ
と

思
っ
て
お
ら
れ

る
の
か
、
そ
れ

と
も
そ
れ
以
外

に
何
か
要
因
が

あ
る
の
か
、
も

し
要
因
が
あ
る

と
お
考
え
で
あ

れ
ば
そ
れ
を
お

聞
か
せ
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

目
時
教
育
長

　
ま
ず
、
瀬
戸

川
議
員
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
本
当
に
学
校
は
楽
し
い
学
校

で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
児
童
生

徒
が
安
心
し
て
進
ん
で
学
校
に
通

え
る
と
い
う
、
そ
れ
が
教
員
に
担

う
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
全
く
そ
の

と
お
り
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
間
の
話
の
中
で
、
教
育
長
と

し
て
の
人
事
に
対
す
る
力
と
言
い

ま
す
か
、
そ
の
へ
ん
は
ど
う
な
の

か
と
い
う
お
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
最
後
の
ほ
う
で
教
育

局
の
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
話

も
出
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
人

事
要
綱
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
応
６
年
と

５
年
、
或
い
は
少
な
い
所
で
３
年
、

そ
れ
が
基
準
勤
務
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
も
う
１
点
は
、
新
卒
、

新
任
教
師
の
場
合
は
４
年
間
そ
の

町
村
に
い
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず

基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

基
本
と
し
て
人
事
は
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
中
で
お
話
が
あ
っ
た
よ
う

に
仁
木
町
、
20
代
が
お
り
ま
せ
ん

と
い
う
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
卒
の
場
合
は
希
望
地
と
い
う

の
は
一
応
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

人
事
の
時
に
出
せ
ま
す
。
た
だ
、

新
任
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ

は
希
望
と
し
て
は
取
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
と
い
う
程
度
の
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
た
だ
、
そ
の
後
で
経
験
し
た
教

職
員
、
そ
の
方
達
も
希
望
を
出
し

ま
す
。
そ
の
希
望
が
第
１
希
望
か

ら
色
々
あ
り
ま
し
て
第
３
希
望
ま

で
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
中
に
南

後
志
、
い
わ
ゆ
る
そ
の
中
に
島
牧

も
入
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に

希
望
の
先
生
が
い
る
か
と
言
い
ま

す
と
、
私
が
な
っ
て
か
ら
で
も
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
第
３
希
望

に
何
名
か
、
今
ま
で
で
２
名
ぐ
ら

い
で
す
ね
、
そ
の
方
が
お
り
ま
し

た
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
教
育
局
の
ほ

う
も
人
事
を
や
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
当
然
、
経
験
し
た

人
達
は
病
院
が
近
い
だ
と
か
、
汽

車
が
あ
る
だ
と
か
、
子
ど
も
の
た

め
だ
と
か
、
或
い
は
ま
た
家
を
建

て
て
い
る
と
。
余
市
、
仁
木
、
北

後
志
の
ほ
う
は
皆
さ
ん
だ
い
た
い

家
を
建
て
て
お
り
ま
す
。
そ
の
関

係
上
、
あ
そ
こ
ら
へ
ん
に
あ
る
程

度
の
年
代
に
な
る
と
集
中
し
て
し

ま
う
と
い
う
傾
向
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
な
か
な

か
南
の
ほ
う
に
は
来
て
い
た
だ
け

な
い
と
、
そ
う
い
う
よ
う
な
形
で

人
事
は
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
人
事
の
話
し
合
い
は
、

校
長
を
始
め
一
般
教
諭
ま
で
教
育

局
と
話
し
合
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
希
望
だ
け
は
言
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
い
う
形
で
当
然
、
先

ほ
ど
言
っ
た
学
校
の
年
齢
構
成
も

あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
と
教
科
の
問

題
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル

的
に
出
来
る
だ
け
歪
み
を
無
く
す

る
、
何
と
か
こ
の
へ
ん
弱
い
と
こ

ろ
を
カ
バ
ー
す
る
と
、
そ
う
い
う

よ
う
な
形
の
中
で
、
こ
う
い
う
先

生
、
あ
あ
い
う
先
生
と
い
う
、
名

前
は
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
こ
う
い

う
先
生
が
欲
し
い
と
、
そ
う
い
う

条
件
は
出
し
ま
す
。
そ
れ
に
ど
れ

だ
け
合
致
す
る
か
と
、
そ
れ
が
要

す
る
に
未
知
数
で
、
そ
う
な
る
と

本
当
に
人
事
は
来
て
か
ら
先
生
達

の
中
で
新
た
に
と
い
う
見
方
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　
た
ま
た
ま
今
年
は
小
学
校
20
代

５
名
、
中
学
校
３
名
と
い
う
形
の

中
で
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
新
卒
と

い
う
の
は
小
学
校
１
名
、
中
学
校

１
名
。
同
じ
20
代
に
し
て
も
１
校

経
験
し
て
、
い
わ
ゆ
る
４
年
の
経

験
が
あ
る
中
で
の
先
生
達
な
の
で

非
常
に
バ
ラ
ン
ス
的
に
は
、
今
年

は
思
っ
た
以
上
に
考
え
て
い
た
以

上
に
良
い
傾
向
だ
な
と
は
思
っ
て

い
ま
す
。
経
験
が
あ
る
な
し
と
い

う
部
分
で
は
全
然
違
い
ま
す
の
で
。

　
た
だ
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
30

代
、
40
代
の
先
生
達
は
ま
だ
ま
だ

や
は
り
足
り
な
い
の
で
、
そ
の
へ

▲島牧小学校３年生が参加して行われた《2011国際森林年「森・川・海づくり」植樹祭》
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ん
は
多
く
や
っ
て
い
き
た
い
な
と
、

そ
う
い
う
ふ
う
に
心
が
け
て
人
事

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

　
今
、
色
々
と
詳
し
く
説
明
を
し

て
く
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
で

も
ど
う
も
私
、
今
の
話
を
聞
い
て

い
て
、
教
育
長
は
や
は
り
現
状
に

一
応
は
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
先
ほ
ど
の
言
葉
と
は
ち
ょ
っ
と

裏
腹
に
、
私
は
や
は
り
単
な
る
数

字
的
な
も
の
を
見
て
も
で
す
ね
、

ど
う
も
私
は
島
牧
村
の
教
育
行
政

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

や
は
り
教
育
長
に
も
っ
と
主
導
的

な
役
割
を
私
は
果
た
し
て
も
ら
い

た
い
な
と
。

　
そ
れ
は
他
の
町
村
を
見
て
も
中

堅
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
を
擁
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん

規
模
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
な
り
の
教
育
体
制
に
と
っ
て
の

布
陣
を
敷
け
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
子
ど
も
の
学
力
の
向
上
等
に
関

し
て
も
教
職
員
の
質
の
問
題
、
ま

た
対
応
の
問
題
と
い
う
の
が
大
き

く
関
わ
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
の
へ
ん
の
こ
と
を
念
頭
に
入
れ

て
、
今
後
教
育
局
の
ほ
う
と
折
衝

す
る
際
に
お
い
て
も
、
出
来
れ
ば

迅
速
に
且
つ
様
々
な
情
報
を
収
集

し
て
、
そ
し
て
島
牧
村
に
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
人
事
体
制
と
い
う
も
の

を
構
築
で
き
る
よ
う
に
私
は
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
先
ほ
ど
言
わ
れ
た
希
望

し
な
い
理
由
に
つ
い
て
１
、
２
点

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
希

望
し
な
い
理
由
が
も
し
そ
こ
ま
で

分
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
私

は
村
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
教
育
委

員
会
と
し
て
も
希
望
し
な
い
理
由

に
合
わ
せ
て
、
島
牧
村
を
希
望
で

き
る
よ
う
な
体
制
と
い
う
も
の
を

今
後
と
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
答
弁
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す

目
時
教
育
長

　
人
事
の
関
係
で
満
足
し
て
い
る

よ
う
な
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
決
し
て
満
足
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
与
え
ら
れ

た
現
状
の
中
で
、
ど
う
す
る
か
と

い
う
部
分
で
す
。
希
望
は
も
っ
と

も
っ
と
本
当
は
あ
り
ま
す
。
な
か

な
か
で
も
現
実
的
な
部
分
で
い
き

ま
す
と
、
そ
う
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た

だ
、
言
い
ま
す
よ
う
に
、
そ
れ
は

そ
れ
で
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
後
段
の
村
の
ほ
う
の
部
分

で
い
き
ま
す
と
、
住
宅
関
係
等
は

再
三
、
前
に
も
ご
質
問
が
あ
っ
た

よ
う
に
環
境
部
分
で
は
建
替
え
と

い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
へ

ん
で
う
ち
の
ほ
う
の
出
来
る
部
分

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
検
討

し
て
い
き
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　平成23年第２回臨時会
は、５月13日招集され、村
長の行政報告のあと、東日
本大震災義援金を計上した
平成22年度一般会計補正予
算の専決処分、国民健康保
険税条例の一部改正など、
議案６件を原案どおり可決
し、同日閉会しました。

村 議 会

第

２
回

臨

時

会

行

政

報

告

藤
澤
　
　
克
　
村
長

　
島
牧
消
防
支
署
に
本
年
度
配
備

予
定
の
水
槽
付
消
防
自
動
車
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
当

初
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
ま
し
て
、

当
該
車
両
に
対
す
る
消
火
効
率
の

高
い
「
消
火
泡
圧
縮
吐
出
装
置
」

い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
フ
ス
装
置
」
の

装
着
に
つ
い
て
の
ご
意
見
が
ご
ざ

い
ま
し
た
事
か
ら
、
本
装
置
付
消

防
車
に
よ
り
ま
す
消
火
能
力
、
多

機
能
活
用
、
購
入
価
格
、
維
持
管

理
費
等
、
再
度
調
査
・
検
討
い
た

し
ま
し
た
結
果
、
車
両
の
購
入
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
既
定
予
算
内

で
「
消
火
泡
圧
縮
吐
出
装
置
」
を

装
着
し
た
水
槽
付
消
防
自
動
車
に

変
更
し
、
購
入
す
る
事
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま

す
。

　
総
務
省
所
管
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

に
よ
る
、
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
、

各
家
庭
に
ま
で
整
備
さ
れ
ま
し
た

消
防
自
動
車
の
配
備

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
モ
デ
ル
事
業

一 般 質 問
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本
村
、
並
び
に
喜
茂
別
町
、
ニ
セ

コ
町
、
積
丹
町
の
４
町
村
が
連
携

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遠
隔
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
よ
る
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
モ
デ
ル
事
業
計
画
を
提

案
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
た
び
総
務
省
か
ら
事
業
採
択

の
内
定
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
事
業
の
実
施
期
間
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の

２
カ
年
で
あ
り
ま
し
て
、
総
事
業

費
は
４
町
村
全
体
で
４
２
５
０
万

円
で
あ
り
ま
す
。

　
４
町
村
で
の
事
業
内
容
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
遠
隔
健
康
相
談
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
健
康
支
援
、
高
齢

者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
見
守

り
支
援
等
の
事
業
、
及
び
こ
れ
ら

事
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
係
る
機

器
購
入
、
シ
ス
テ
ム
工
事
と
遠
隔

支
援
員
や
現
地
健
康
相
談
員
な
ど

の
人
材
育
成
等
の
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
全
額
国
費
で
賄
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
構
成
町
村
の
緊
密
な
連

携
に
よ
る
本
事
業
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
、
構
成
４
町
村
に
て

協
議
会
を
設
立
し
、
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
協
議
会
運

営
に
係
り
ま
す
経
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
構
成
町
村
に
よ
る
負
担
と

な
り
ま
す
事
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
申
し
添
え
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

▼
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

歳
出

　
財
政
調
整
基
金
積
立
３
０
０
万

円
減
額
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金

３
０
０
万
円
追
加
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

歳
入

　
特
別
交
付
税
２
６
２
３
万
円
追

加
ほ
か
。

歳
出

総
務
一
般
管
理
費
・
職
員
給
与
費

４
９
７
万
円
減
額
、
財
政
調
整
基

金
積
立
４
７
７
０
万
円
追
加
、
診

療
所
医
薬
品
費
・
歯
科
診
療
委
託

費
３
１
５
万
円
減
額
ほ
か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
７
２
４

万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
23
億
７

８
０
５
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
平
成
22
年
度
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
収
入
14
万
円
減

額
、
一
般
会
計
繰
入
金
93
万
円
減

額
。

歳
出

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
業
務
95
万

円
減
額
ほ
か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
０
７
万

円
減
額
し
、
予
算
総
額
３
３
２
３

万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
過
疎
地
域
の
公
示
に
よ
る
固
定

資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
中
低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
課

税
限
度
額
を
見
直
す
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
交
通
安
全
指
導
車
整
備
）
１
９
７

万
円
追
加
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
２
８
３
万
円
追
加
。

歳
出

　
交
通
安
全
指
導
車
購
入
２
８
７

万
円
追
加
、
小
中
学
校
外
国
語
指

導
講
師
賃
金
１
６
７
万
円
追
加
ほ

か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
４
８
０
万

円
追
加
し
、
予
算
総
額
22
億
３
２

８
０
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

審議

議案

した

条
例
制
定

専
決
処
分

補
正
予
算

条
例
改
正

▲本年度採用になった 4 人の職員を紹介。挨拶する 境　龍人 技師（左から２人目）、
後列右から　 高山真太郎 主事、横山史織 主事、佐々木和巳 主事



■
議
会
広
報
「
か

り
ば
１
３
６
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
第

２
回
定
例
会
の
審

議
内
容
、
一
般
質
問
を
中
心
に
編

集
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
、
村
の
方
針
や
議
会
活
動
に
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
会
広
報　

か
り
ば

№
１
３
６

平
成
23
年
７
月
25
日

発
行
・
島
牧
村
議
会

編
集
・
議
会
広
報
編
集
委
員
会

集
後編
記

10議会広報　かりば　136号

［４月］
　６日　小学校入学式　（佐藤議長ほか )
　７日　中学校入学式　（佐藤議長ほか）
１２日　例月出納検査

［５月］
１２日　南部後志町村議会正副議長会定期総会　（佐藤議長、長尾副議長）
１３日　第２回村議会臨時会
１６日　例月出納検査
１７日・１８日
　　　　町村議会議長・副議長研修会　（東京都　佐藤議長、長尾副議長）
１９日　後志町村議会議長会役員会・臨時総会　（倶知安町　佐藤議長）
２５日　後志広域連合全員協議会・臨時議会　（倶知安町　佐藤議長）
２７日　後志総合開発期成会定期総会　（倶知安町　佐藤議長）
２８日　中学校体育大会　（佐藤議長）
３１日　全員協議会、議会議員会総会

［６月］
　４日　村田のりとし後援会観桜会　（岩内町　長尾副議長）
１０日　後志町村議会議長会役員会　（札幌市　佐藤議長）
　　　　北海道町村議会議長会定期総会　（札幌市　佐藤議長）
１２日　小学校運動会　（佐藤議長ほか）
１３日　例月出納検査
１４日　戦没者追悼式（おあしす　佐藤議長ほか）
　　　　議会運営委員会
１８日　保育所運動会　（佐藤議長）
２２日　第２回村議会定例会
２４日　後志総合開発期成会道内要望運動　（札幌市ほか　佐藤議長）
２９日　国道229号余市・岩内・島牧間整備促進期成会総会・要望会　（小樽市ほか　佐藤議長）
３０日　南部後志環境衛生組合臨時議会　（黒松内町　後藤議員）

気軽に
議会を傍聴してみませんか。
◇定例会は、年４回開かれます。
　（３月・６月・９月・12月）
◇臨時会は、必要に応じて開かれます。
お問い合せは、議会事務局まで

（電話0136−75−6274）

議 会 日 誌
平成23年４月から６月


